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 2009年4月27日から5月1日までハワイで開催されました第25回アメリカ審美歯科学会に出席してまいりましたので、その中で発表されたホワイトニングの最新情報をお届けいたします。このリポートに関するお問い合わせはTEETHART銀座店（03－3541－3514）代表　椿智之までお願いいたします。
· 歯科メーカー各社が次々とＬＥＤを開発。
今までＬＥＤを使用したホワイトニングは、開発費が安く済むために中国や韓国、ブラジルなどで多く使用されてきました。しかし通常のＬＥＤでは効果が弱いため、あまり普及はしてきませんでした。しかし近年、青色～紫色の波長の短いＬＥＤが開発されてきたため、ＬＥＤの効果が再認識されています。今回もブライトスマイルのＬＥＤをはじめ、SDI社から発売されたＬＥＤなど各社から新製品が発売されました。日本国内でも本年度中にＬＥＤを使用したホワイトニングシステムが発売される予定になっています。
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・DISCUS DENTAL社、本格的にブライトスマイルの展開開始
2006年に旧ブライトスマイル社がDISCUS DENTAL社に吸収合併されて以来、積極的な展開を行っていなかったDISCUSが、本年度から活動を開始しました。今回の学会でも、ブライトスマイルの製品を展示、紹介していました。すでに韓国ではブライトスマイルが正式に認可され、代理店を通じて販売されています。日本でも代理店が決まり、今後はブライトスマイルの取扱歯科医院が増えるものと思われます。
・ドイツから新しいコンセプトのホワイトニングシステム発売。
ホワイトニングではアメリカに遅れていたＥＵから新しいコンセプトのホワイトニングシステムが発売されました。“クールホワイトニング～ディープブリーチングシステム”というこの製品は、従来からあったオフィスホワイトニングとホームホワイトニングの両方を行う“デュアルホワイトニング”を世界で初めてシステム化したものです。もちろんデュアルホワイトニングはアメリカで生まれたのですが、通常はオフィスホワイトニングの補助としてホームホワイトニングを行い、その期間もまちまちなのですが、このクールホワイトニングは、すべてのケースで27%のオフィスホワイトニングと9%のホームホワイトニングを必ず行い、期間や回数も決められています。またもう一つの特徴が、ドイツの工場から直接クール便で郵送されてくるということ。これが“クールホワイトニング”の名前の由来です。ホワイトニング剤は冷蔵保存しなければならないのですが、通常は輸送時には常温になってしまいます。クールホワイトニングはこの輸送時のリスクを回避し、薬剤の効果を最大限に発揮させるためにあえてクール便にしています。しかし最大の欠点はコスト。ドイツからクール便で送られてくるので、かなり費用がかかってしまいます。またライトを使用しないため、オフィスホワイトニングの効果は、ブライトスマイルやZOOMなどに比べると弱くなっています。今後はアメリカに工場を設立して、輸送コストを下げると普及していくかもしれません。
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・アメリカのセレブも愛用しているGoSmileがリニューアル
ハリウッドの女優が愛用し、セフォラやバーニーズでも扱っている“GoSmile”がリニューアルしました。今回のリニューアルはパッケージはもとより、アンプルの容量も大きくなって、使いやすくなっています。ただしその分、持ち歩くのには少し大きく、以前のタイプのケースに入らないという欠点もあります。一長一短といったところでしょう。
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・日本でも人気のハイブリッドセラミック材“エステニヤ”のダイレクト版がアメリカで先行発売
日本のクラレが開発したハイブリッドセラミック“エステニヤ”のダイレクト版が日本より先にアメリカで発売されました。通常のエステニヤは、歯の型を取ってから取扱いの技工所でエステニヤを製作して歯に入れるのですが、このエステニヤ・ダイレクトは直接歯に詰めることができるため、小さい虫歯などは1日で治療を終了することができ、応用範囲は広くなってきます。もちろんホワイトニングの後の色にも対応しています。最近の硬質樹脂にはナノテクノロジーが応用されており、エステニヤダイレクトもこの技術の進歩のおかげでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
